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高
谷
ー

c改
良
そ
の

6
工
事

土木構造物のライフサイクル全般

で効率化に貢献する C1M (コンス

トラクション・インフォメーション

・モデリング〉。今後の本格的な普

及が見込まれているが、公共事業の

効準化という観点からも導入効果に

対する期待は大きt¥0 国土交通省関

東地方整備局が発注し、清水建設が

施工する東京外環道「高谷 IC 改良

その6工事J (千葉県市川市〉も C

1Mを導入している現場の 1つO ど

のような導入メリットがあり、今後

の普及に向けた課題はどこにあるの

か、現場を取材した。

可
視
化
の
効
果
は
大
き
い

こ
の
工
区
で
は
、
外
環
道
の
専
用

部
と
A
ラ
ン
プ
、

B
ラ
ン
プ
を
建
設

す
る
。
ボ
ッ
ク
ス
擁
壁
と
U
型
擁
壁

で
構
成
し
、
建
設
地
を
横
切
る
水
道

管
な
ど
の
移
設
も
含
ま
れ
る
。
軟
弱

な
士
地
で
地
下
水
位
も
高
い
こ
と
か

ら
、
地
下
の
水
と
空
気
を
吸
引
す
る

S
K
K
工
法
で
水
位
を
下
げ
て
施
工

を
進
め
た
。

外環道は首都圏での目玉工事の 1つ

人理代場現野間

現
場
で
は
、
躯
体
、
仮
設
、
地
層
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
3
次
元
モ
デ
ル

を
作
成
し
て
い
る
。

c
I
M
の
導
入

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
清
水
建
設
の
岡

野
高
之
現
場
代
理
人
は
「
現
場
説
明

会
な
ど
で
は
、

2
次
元
の
図
面
と
文

書
で
説
明
す
る
よ
り
も
分
か
り
ゃ
す

く
、
理
解
し
て
も
ら
い
や
す
い
。
施

工
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
が
進
む
こ
と
に

加
え
、
工
程
管
理
の
効
率
化
に
も
つ

な
が
る
」
と
話
す
。
施
工
上
の
干
渉
チ

ェ
ッ
ク
な
ど
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
活

用
に
も
効
果
的
で
、
危
険
作
業
・
個
所

の
事
前
確
認
に
も
活
用
し
て
い
る
。

3
次
元
画
面
上
に
は
基
本
属
性
や

コ
ン
ク
リ
管
理
訟
と
も
連
携

一一一--・・・・---一一・・・・圃--・・・・・圃圃-一一・圃・・・・圃--

品
質
属
性
、
施
工
属
性
と
い
つ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
リ
ン
ク
さ
せ

面
上
で
施
工
部
位
を
ク
リ
ッ
ク

と
詳
細
な
情
報
が
表
示
さ
れ
る

水
建
設
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
理

テ
ム
「

s
l
w
o
r
k
e
r」

連
携
で
き
る
ほ
か
、
汎
用
的
な

算
ソ
フ
ト
へ
の
出
力
も
可
能
だ

た
だ
、
属
性
情
報
の
付
加
作

現
場
サ
イ
ド
に
と
っ
て
負
担
に

の
も
事
実
。
す
べ
て
の
詳
細
な

を
盛
り
込
む
の
は
現
実
的
で
な
い
。

岡
野
現
場
代
理
人
は
「
維
持
管
理
段

階
で
必
要
と
さ
れ
る
情
報
を
精
査
し

た
上
で
、
そ
れ
ら
を
い
か
に
効
率
的

に
落
と
し
込
ん
で
い
く
か
が
今
後
の

課
題
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
罵
性
情
報
入
力
の
手
闘
を
考

え
れ
ば
「
3
次
元
モ
デ
ル
を
竣
工
資

料
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
れ
ば
、
施

工
者
に
も
利
点
と
な
る
」
と
い
う
本

音
も
漏
れ
る
。

c
I
M
の
本
格
普
及
に
向
け
て

は
、
受
発
注
者
双
方
で
C
I
M
の
活

用
・
運
用
方
法
な
ど
に
関
す
る
課
題

や
問
題
点
を
共
有
し
、
改
善
し
て
い

く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
に
な
り

そ
う
だ
。

建
設
地
に
は
国
道
が
隣
接
し
、
民

家
も
近
い
。
こ
の
た
め
隣
接
工
区
と

の
連
絡
調
整
や
騒
音
対
策
な
ど
、
気

を
遣
う
場
面
も
多
い
。
地
域
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
た

め
、
こ
の
現
場
で
は
定
期
的
に
壁
新

聞
を
発
行
し
、
進
捗
状
況
や
工
法
な

ど
の
説
明
、
現
場
で
働
く
メ
ン
バ
ー

の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
読
み

手
を
引
き
つ
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
記
事

も
盛
り
込
ん
で
い
る
。

岡
野
現
場
代
理
人
は
「
工
事
は
こ
一

れ
か
ら
佳
境
に
入
る
た
め
、
事
故
を

起
こ
さ
ぬ
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
工
期

内
の
竣
工
を
目
指
す
」
と
意
気
込
む
。

「
完
成
後
は
車
に
家
族
を
乗
せ
て
こ

の
道
路
を
走
り
た
い
」
と
い
う
思
い

入
れ
も
あ
る
現
場
だ
。

。表とシ。す、た
計もス清る画さ

情な業
報るは

3.毎 日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静 岡
11.建通
14.信濃毎日

【建設ICT】

1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
⑬建設通信
16.建設工業
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